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校訓碑（創立50周年記念事業で校訓を制定）
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世界で活躍できる技術者を
目指そう

　世界で活༂できる人ࡐを育成することは、খ学校

から大学までを通して、զがࠃの教育界の࠷も重ཁ

な課題となっています。

　本校のઃஔ者で͋るࠃ立高専門学校機ߏでは、

本年度から࢝まる第３期中期目標期間において全ࠃの

、ಇ的ڠ、すき目標として、「自的ࢦ立高専が目ࠃ

創的な姿でグローόルなࢹを࣋ってࣾ会のॾ

課題に立ち向かう、科学的ࢥ考を身につけた実ફ的・

創的技術者をཆ成する」ことを͛ܝています。

　ઌ日の卒業式では、卒業生に対し「人ݮޱ少期にೖ

ったզがࠃが࣋続的に成長していくためには、成長

ஶしいΞδΞを中৺とした৽ࠃڵの成長を取りࠐん

でいくことが不Մܽで͋り、グローόルに活༂できる

人ࡐがඞཁとされています。օさんはݏでもこれから

世界をに活༂することになるでしょう。օさんに

は、企業が海֎で৽しい市場を開していくࡍにそ

のઌ಄に立つという֓ؾをもって΄しいとࢥいます。

そして、世界の人 と々ڠ力し、切᛭ୖຏして、世界֤ࠃ

が๊えているॾ課題のղܾとॾࠃຽの生活水準の向

্のために、技術の力でݙߩしてください。」という

話をしました。この春のೖ学式では、多くの大学の学

長から৽ೖ生がグローόル人ࡐに育ってཉしいとい

う期待が表明されたということがใಓされており、実

のॆ実に取り組んでいまྲྀަࡍࠃにຆどの大学でࡍ

す。高専でもෛけてはいられまͤん。

　そこで、طに全校集会でお話しましたが、भԭೄ

地区の̕高専が連ܞして、学生のྲྀަࡍࠃのॆ実強

化に取り組んでいます。その一環として、ࠓ年の２月

に、インドネシΞのガδϟマμ大学、マレーシΞのϖ

トロφε科大学、λイのΧηαート大学ٴびΩング

モンクット科大学όンίク校と学術ަྲྀ֮書を

క݁しました。ߋにࠓ年中に、ϕトφムのϋϊイ大学、

中ࠃのფ門ཧ学Ӄٴびモンΰルのモンΰル科学技

術大学と֮書をక݁する༧定です。ΞδΞの大学と

ަྲྀをਐめるཧ由は、これからはΞδΞの時代とݴ

われており、高専の卒業生もΞδΞॾࠃで活༂するこ

とが期待されているからです。これらの֮書క݁によ

り、క݁校との間で学生の方向でのަྲྀが活発化

することが༧され、学生のօさんには、క݁校への

学生ݣのެืに積極的にखを͛ڍてཉしいとࢥい

ます。加えて本校では、50周年記念事業でଷした

育成・学生支ԉࡐ付ۚを原資として、グローόル人د

の一部を支ԉするこྲྀަࡍࠃをઃ立し、学生のۚج

ととしています。

　また、海֎で活༂するためには、英語力の向্を図

ることが重ཁです。そのため、̐ 年生を対として、ύ

ιίンによる英会話の自学自習教ࡐを利用できるよ

うにしました。この教ࡐはT0&*$対ࡦにも有ޮで͋

り、̐ 年生にはT0&*$の100Ξップを目ࢦして

しっかりと取り組んでཉしいとࢥっています。
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.̏�ΤϦμʢγςΟ�ΤϦμ�ϏϯςΟ�νΣ�εϋΠϛʣ

　̐月̔日（Ր）、第一体育館において平成26年度ೖ学式がڍ行されま

した。本科には205名の৽１年生、̔ 名の̐年次ฤೖ学生、２名の３年

次ฤೖཹ学生の計215名、専攻科には2�名がೖ学しました。ೖ学生を代

表してＡ科のߐౡૣ英さん、応用質学専攻の平ࢁѯさんがએを

行いました。

　また、ޕ後からはೖྈ式が行われ、76名の৽ೖ生がೖྈしました。

　平成26年度ཹ学生迎会が、̐ 月24日（）の์課後に修ݾ館で開かれました。

ݐ、学科３年にマレーシΞからエリμさん人ཹ学生として、機ցࠃ֎年度はࠓ　

ங学科３年にΧンボδΞからϐηット܅がೖ学しました。迎会には、同ڃ生をはじ

めたくさんの学生、ࡏ校ཹ学生、୲のઌ生やその΄か教৬員が参加しました。

　はじめにౡ校長から２人に対する迎の͋いさつが͋り、その後、エリμさんと

ϐηット܅から自ݾհとࠃのհが͋りました。྆ 名とも্खな日

本語で、それͧれのࠃの地ཧや料ཧ、文化などについてプロδΣクλー

を使ってհしてくれました。ਧָ部のԋ、٢田学生主事によるס

ഋが͋り、談λイムでは大変り্がりました。談の్中では学生

会長５"అ܅からの迎εϐーνが͋り、࠷後にණ室教主事からの

εϐーνが͋り、会はگのうちにお開きとなりました。

　エリμさんとϐηット܅にはこれから３年間の学生生活をָしくॆ実

したものにして΄しいとࢥいます。

　マレーシΞからདྷたエリμとਃします。機ց学科の３年生です。部活はٷಓ部にೖってます。

　自分のࠃについて少しհします。マレーシΞのྖ土は౦ೆΞδΞのマレーౡೆ部とボルネオౡ

部です。ఱީはӍ季とס季しか͋りまͤん。次に、マレーシΞの人ޱは現ࡏで2��0ສ人に過͗ま

ͤん。マレーシΞは多ຽࠃՈです。また、ຽによって文化とफ教など違います。みんな互いにଚܟ

するのでマレーシΞは平なࠃになっています。

　ཹ学生としてたくさん経験をしたいだけでなく、日本語で勉強がどんなに大変でも、しっかりがんば

りたいとࢥいます。これから、よΖしくおئいいたします。

ೖֶࣜ

৽ೖੜදࢺ

ઐ߈Պੜએ ೖྈࣜ

。ங学科の３年生ですݐ有明高専の、ࠓ。はΧンボδΞからདྷたϐηットですࢲ　

　ΧンボδΞについてհしたいとࢥいます。ΧンボδΞはখさいࠃで౦ೆΞδΞにҐஔしています。໘

積は1�10�5平方LN（日本の分）で人ޱは1500ສ人（日本の１�̔ ）です。ΧンボδΞでは季節

が２つ͋ります。Ӎ季とס季です。様々なຽがいます。ΧンボδΞ人（クメール人）が΄΅ׂ̕をめま

す。それで、ࠃのݴ語はクメール語です。ΧンボδΞ人はܟ語をよく話ͤます。主なफ教は教です。

　有明高専にཹ学していますが、勉強や日本語などがまだよく分かりまͤんので、できれば、たくさん

友ୡを作りたいとࢥっています。これからよΖしくおئいします。

"̏�ϐηοτʢιΫ�ϐηοτʣ
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ѨՅ�ಸ݄ɹҰൠڭҭՊʢӳޠʣɹॿڭ
"1�ԭೄݝ内で中学校の英語教ࢣをしていました。
"��学生一人一人が自立して事を考え、授業に取り組んでいるようにݟえます。授業内での質問
も多く、やはり、高専生は中学生と全く違うなと感じています。

"��झຯは、まったりとした時間をΧϑΣで過ごしながら、ಡ書をָしΉことです。旅行もझຯの
一つですが、࠷近は、Թઘ८りをָしんでいます。おすすめのԹઘが͋れば教えてください。

"��Կかԑが͋り、有明高専でۈすることができているかとࢥいます。教育者として、日頃から
「学生の࣋ؾちを第一に」をモットーに、授業実ફや学生ࢦಋに取り組んでいます。また、学
生が͋っての教員だと考えていますので、ৗ日頃から学生の࣋ؾちを考えて行動できる教員
として、これからもがんばっていきたいとࢥっています。

ۍ�ޱরɹҰൠڭҭՊʢอ݈ମҭʣɹॿڭ
"1�౦ژに͋るࢲ立の中高一؏校でࢣߨをしていました。อ݈の授業が多かったのですが、体
育と球も教えることができたので、ॆ 実していました。

"��དྷさͤていただくલは੩かな子が多いイメーδでしたが、非ৗにؾݩで活発だな、というҹ
を࣋っています。

"��झຯとݴえるかは分からないのですが、いΖいΖきなことは͋ります。εポーπをするのも
きです。όます。അもݟきです。ө画もよくきですし、ອ画、খઆ、記に関わらず本も
イクで;ら;らするのもきです。࠷近はなͥかブレイクμンεにはまっています。

"��教員は子ڙとする時間が多いので、ྑ くもѱくもӨڹが大きいとࢥいます。なので、できれ
ばいいӨڹを༩えられるようにしていきたいです。

ా�ঘɹҰൠڭҭՊʢֶʣɹॿڭ
"1�ஜ大学大学Ӄཧ質科学研ڀ科にࡏ੶し、学を専攻していました。
"��自વにғまれた校舎で、勉強に集中できるྑい環境がっていると感じました。また、学生が
よく͋ؾݩ いさつをしてくれて࣋ؾちがྑいです。

"��εポーπはするのも؍るのも大きです。࠷近、ࣾ 会人όεέットボールνームにೖりまし
た。マラιンにもઓしたいです。

自身も高専の卒業生なので、高専生だった頃の経験を有明高専での教育に活かͤていけࢲ��"
たらとࢥいます。

ઙҪߒ�จɹࣄ෦
"1�大分大学で૯課長をしていました。
"��΄とんどの学生が͋いさつをしてくれます。ਖ਼門に「͋いさつは　してもされても　いいؾ
。て͋ります。そのとおりですͶ͛ܝち」との標語が࣋

"��एい頃は、球をしていましたが、࠷近は、̩ ̫でホークεઓを؍ઓするくらいです。大
分では、球中継は΄とんどなかったので、大牟田にసډして、ָ しみが増えました。

"��高専ۈはॳめてですが、ౡ校長はじめօ様のごࢦಋ・ご支ԉのもと、ඍ力ながら本校の
発లにݙߩしたいとࢥいますので、よΖしくおئいします。

ɹֶੜ՝ܒʑ�উࠤ
"1�भ高専で、学生課長をしていました。
"��高専は、大分高専、भ高専と３校目です。͋ いさつはどの高専もよくしてくれるので、う
れしくࢥいます。また、ఱؾのྑい日は宿舎（ԼҪख宿舎）からาいて通ۈしています。ྈ
長も݉しているので、ࠓ日もྈ生がؾݩな姿で通学しているなとࢥいつつ一ॹにา
いています。

"��ここにདྷるまでは、झຯとはݴえないかもしれまͤんが、事がऴわってからεポーπδム
でをかくのがָしみでした。少しམちணいたらをかきにδムに通いたいとࢥっています。

"��ඍ力ですが、少しでも有明高専のためになればとࢥいがんばりますのでよΖしくおئいいたします。

�

৽ཬ�༤ɹ૯՝ɹௐୡཧ
"1�ಠ立行๏人ࠃ立高専門学校機ߏ本部事ہཧ課でग़ೲ関の業にै事しておりま

した。

"��Ҏલにも有明高専にۈしており、平成ùü年̓月にってまいりました。３年̕Χ月Ϳりだった

のですが、ΩϟンύεはҎલと変わらず学生の活ؾにຬち͋;れ、大変うれしくࢥいました。

。近は、ΧϑΣ८りもָしみの一つです࠷。ಡ書、ܶ؍��"

"��教育のため、研ڀのため、ͻいては学校全体のために、自分にԿができるのか、自分がԿをし

なければならないか、をࡧしながら、力をਚくしていきたいとࢥいます。

ฏా�༟࣍ɹڭҭٕڀݚज़ࢧԉηϯλʔ
"1�長࡚で一ൠ企業にۈめていました。

"��明るくؾさくな方が多く実験を行うとき応が くྑてॿかります。

"��ಡ書、組み立て式ܕ作り、ネットαーϑィンです。

"��学生にわかりやすいઆ明がग़དྷるよう、ૣ く事に慣れ、がんばりますのでよΖしくおئいし

ます。

ɹྈɹֶੜ՝ɹྈܙ�ཧాٶ
"1�専業主්をしていました。

"��Ҏલ、高専祭でロボットや実験に取り組んでいる生き生きとした学生の姿がҹにってい

ます。ࠓは、ྈ生からたくさんのؾݩをもらっています。

"��お՛子作り、εポーπ؍ઓ。

"��一人でも多くのྈ生の名લとإを֮え、少しでもに立てるようにがんばります。

ԉࢧ㟒�༸ɹֶੜ՝ɹֶੜٶ
し、主な業として、大学පӃで使用するۈௐୡϢニットௐୡ୲当にࡒ本大学۽�1"

（日用からख術で使用するҩྍ機ثなど）のߪೖ・ܖを行ってきました。

"��校内はが͋;れ、学生のؾݩな͋いさつがฉこえてきます。Ҏલの৬場とは活ؾが違い、

とてもਗ਼ し々い࣋ؾちになれます。

。めました࢝近のग़དྷ事ですが、テニεをやり࠷��"

"��２年̕Χ月のग़向期間を経て有明高専にってきました。学生課としてのۈはॳめてです

が、これまでの経験を活かし、ඍ力ながら本校をよりよくするためにがんばりたいと考えてお

りますので、教৬員のօ様方のごࢦಋの΄ど、よΖしくおئいします。

�णඒࢠɹిࢠใֶՊɹࣄิࠤһ
"1�専業主්で育ࣇに専念していました。

"��が๛かな学校だとࢥいました。とても明るくؾݩのいい学生が多く、校内をาいていると͋

いさつをしてもらえるので、࣋ؾちがいいです。

"��ಓと、εϊーボードです。

"��ૣく事を֮え、օさんのおに立てるようがんばりたいとࢥいます。よΖしくおئいいたし

ます。
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　平成ùý年３月ùù日（土）、大牟田市ۜ࠲通ళ֗に「ま

ちなかシリίンόレー」がオープンしました。大牟田市の

ิॿۚを活用して２֊ݐてのۭきళฮをվ修し、１֊は高

専生と市ຽがަྲྀできるαロンとして備しました。２֊に

は*T企業の「ג式会ࣾ"S,プロδΣクト」がೖډしてళ

֗発のΞプリ開発ڌを目ࢦして活動しています。この取

り組みは、ి 子ใ学科ੴ༸平研ڀ室の学生が中৺

にࠤ、 լ大学やࠤլݝの*T企業で͋るଜใ技術ג式

会ࣾとڞ同で１年間Ξプリ開発や事のૅج力࠲ߨを

実施してきたڞ同研ڀをϕーεにして、大牟田ۜ࠲通ళ

֗振ڵ組合とίラボレーションした事業です。

　これからも様々なイϕントやαロンӡӦを通して、ళ

֗だけでなく大牟田市全体の活ੑ化のためにがんばってい

きますʂ

　第ùúճ学生マグネシムデザインίンテεト製作部門に

「エίランマシンલྠ用ϋブ・シϟϑト」を応ืし、技術

をいただきました。有明高専からの応ืでは、過去には

第ø÷ճのň海ӡૹ用ίンテφŉ、࠷近では、第ùøճの「ܞ

ଳ用อޢέーε」、第ùùճの「自సं用εプロέット」

に続き３年連続、通ࢉでは̐ճ目のडとなります。

　このίンテεトでは、マグネシムのಛੑがどのように

活用できているか、ಠ創ੑの有ແ、製化のՄੑが

重ཁな৹ࠪج準となります。ࠓճ応ืした作は、自動

技用ं྆のલྠ用ڝ部にて製作している೩අڀ学研ं

のϋブとシϟϑトです。これらの部は、ैདྷはΞルϛニ

ムࡐを使用していましたが、ࠓճマグネシムࡐを使用

することによって、より一のܰྔ化と高߶ੑ化、デザイ

ンੑの向্を実現することができました。製作したϋブと

シϟϑトは実ࡍにڝ技用ं部としてணし、ࠓ年の೩

අڝ技大会にもग़場する༧定です。
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ங計画ݐ、室ではڀ研࢙田חたちが所ଐしているࢲ　

やॅઃ計などの実ફ的な活動を行っています。ù÷øú年度

は、Ԭݝ大牟田市全ҬのۭきՈの実ଶについてú÷÷÷

݅すてにをӡびௐࠪしてきました。春ٳみにはभ大

学、大牟田市と連ܞしてۭきՈ活用のためのワークショッ

プを行うなど、学内にཹまらず地Ҭとڠ力してਫ਼力的に活

動しています。

　大牟田市では、ਪ計デーλから、ࠓ後ø÷年間でû÷÷÷

世ଳがݮ少し、その݁果、ۭ きՈ化するݐށてॅが大き

な問題になると考えられています。そこで、このようなഎܠ

のもと、大牟田市ॅډ支ԉڠ議会から大牟田市全Ҭのۭ

きՈの実ଶௐࠪのڞ同研ڀとして、有明高専の学生が中

৺となってௐࠪを行いました。このۭきՈௐࠪをडけて、

市内にॅΉॅຽから実ࡍにۭきՈを活用して΄しいとཁ

が͋りました。そこで、有明高専とभ大学の学生やઌ生、

地Ҭの人 と々ڠ力して、ۭ きՈ活用のワークショップを行い

ました。高専や大学生、地Ҭなど立場や年代の違う方々が

集まることで、Ϣニークなఏ案が生まれました。

活動は、Ҿき続きۭきՈ活用ワークショップڀ後の研ࠓ　

や、ۭ きՈ࠶生のઌ行事ྫのௐࠪをする༧定です。またক

དྷ的には、ۭ きՈを学生と地Ҭの人 と々のルームシΣΞな

どによって地Ҭがつながるֻけをఏ案していきたいです。

　自動ं学研ڀ部は、平成ùý年１月ùû日（ۚ）からùþ

日（月）まで、マリンメッηԬで開催されたԬモーλー

ショーù÷øûの「भ学生製作ं྆ల」にं྆をग़లしてき

ました。このలࣔでは、部भに場をஔくトϤλ自動

ंभ	ג
、日産自動ंभ（ג）、μイϋπभ	ג
の

技術員によるώΞリング৹ࠪが͋り、その݁果をもとに

֤校ं྆が表জされます。

　৹ࠪの݁果、զが部のं྆は「エίΧー部門࠷༏ल」

をù÷øù年にҾき続きडすることができました。またలࣔ

会ではインλーネットにおける人ؾථが行われ、こちら

でもզが部のं྆がલճ同様１Ґにًき、「Ԭモーλー

ΞワードΞδΞンϏート」のӫףをউち取りました。

ं、たちはϛーティングを行いࢲճの৹ࠪ会に向けてࠓ　

྆のಛ長や日々のվળ活動についてཁྖよくઆ明できるよ

うにೖ念に準備しました。ࠓճのμブルडはその力が

ใわれたようで大変うれしくࢥっています。部ではࠓ年度も

「)POEBエίマイレッδνϟレンδù÷øû」のभ大会と全

大会への参加を༧定しております。Կとしてもଞの大学ࠃ

や高専をえて本田फ一ഋをউち取りたいです。օ様の

ご支ԉ、ごԉをࣀりますようよΖしくおئいいたします。
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ճ、関౦地区に３泊̐日の研修旅行に行ってきました。ॳ日は、"/"機体メンテࠓ　

φンεηンλーで#þÿþの備現場を、２日目は、ՖԦ࡚場でચࡎのା٧めから

ݿへのอまでの製ఔ、また、ϑライε製作所ではɼ/$作機ցやマシ

ニングηンλーの製ఔをݟ学さͤていただきました。࠷ऴ日には、日産ԣ場

で自動ंのエンδンに使われるシリンμやϐεトンなどの製、組み立てఔをݟ学

さͤていただきました。

　これらの一ྲྀ企業をഈݟさͤていただき、ࢲたちは、大変感をडけました。ࠓճ

の研修で学んだものは、いかに自զ同一を֬立するかに͋ると考えました。ଞの誰か

になりたがることは、自分らしさのࣦにつながるとࢥいます。いΖいΖとお話をฉい

ていて、「やらないڏݠより、やる७」ということがҹ的でした。これからは、この

ような意識を࣋ちながら、これから࢝まるࢲたちのब৬活動がॆ実したものになるよ

うに、取り組んでいきたいとࢥいます。

重な体験をすることができましوճの３泊̐日の研修旅行を通して様々なࠓ、はࢲ　

た。

　まず１日目は、テルムに行き、リαイクル場をݟ学しました。テルムではエΞίンや

ブランテレϏのղ体作業の様子をݟることができました。ղ体ではϑロンガεが

もれないようなをして、エίとの྆立をされていました。また、खղ体とคࡅによ

って高いճऩをอたれていてすばらしいとࢥいました。２日目は౦ࣳະདྷ科学館、

࢜通、日本科学ະདྷ館をݟ学しました。科学館では、日本の科学のਮが͋らわれて

いて関৺をもちました。࢜通では、কདྷに立つような৽しい発をもとにしたす

ばらしい開発に感৺しました。３日目の自主研修では自らで計画し、行動することが

できました。̐ 日目は、ԟ෮でお世話になった"/"の備場をݟ学さͤていただ

き、ඈ行機へのいとྀがཧղできました。

　ਅ໘目にきちんと研修に取り組んだかとฉかれると返事にࠔりますがこの研修旅

行をָしΉことはできました。

学科の研修旅行ઌで͋るたち質ࢲ　
シンガポールはখさなࠃですが、日本で
は͋まりݟられないデザインのϏルがそ
びえ立ち、多くの人でわう大市で、ࢥ
わずѹされました。
　ッドランドαニーϑーζࣾは、不ೋ製
༉の海֎ڌの一つで、༉ࢷや大౾た
んͺくなどを研ڀ・製し、主に企業に
向けてൢചしていました。実は多くの企
業の՛子製に不ೋ製༉の製が使わ
れており、企業から企業にൢചするとい
う、自分が知らなかった企業のܗを学Ϳ
ことができました。
　ニューΥーλーϏδλーηンλーで
は、水をড়化する機ߏを学びました。シ
ンガポールはࠃ土がڱい্にࢁがないた
めҿみ水の֬อがしく、Ӎ水をリαイ
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　研修旅行では、学校では学ないو重な体験ができるということも͋り、օָしみ
にしていました。１日目は౦ژガε᷂କϲӜ場へ行き、-/(を用いた実験、場内
をόεでҠ動しながらのઆ明などでエネルギーの҆定څڙの組みについて学Ϳこ
とができました。２日目は日本モレックεと౦࡚ࣳ場へ行きました。モレックε
ではίネクλの開発・製のྲྀれをઆ明していただき、高専ग़身のઌഐからもو重な
話をฉかͤていただきました。౦ࣳでは、変ѹثや開ดث、ආཕثに用いられる技
術やその組みについて知ることができました。３日目は自主研修ということで、それ
ͧれが౦ژの֗をתすることができたとࢥいます。࠷ऴ日は/),์ૹηンλーへ
行き、൪組੍作のཪଆやελδオύークのݟ学をさͤていただきました。
　どの企業の方も自分の事にތりを࣋ってやっているとこΖがすごいと感じまし
た。また、おしい中、આ明をしていただいたօ様に感ँの࣋ؾちでいっͺいで
す。本当に͋りがとうご͟いました。この̐日間はࢲたちにとってࢥいग़にる有意義
なものになったとࢥいます。この研修旅行で学んだことを活かして、これからの高専
生活を過ごしていきたいとࢥいます。

ݹのژ、学しました。ಸྑݟをށ、ਆژ、ಸྑ、ࡕங学科は、主に大ݐたちࢲ　

なඒ、長い年月を経た重みࡉஙとはҟなる大なεέール感やણݐஙでは、現代ݐ

をഽで感じました。大ࡕの現代ݐஙでは、ݐの用్に͋わͤた合ཧੑや現代なら

ではのܗঢ়に৮れ、ਆށҟ人館では日本のॅとの明֬なࠩ、ྫ えば内部ۭ間のࡉ

部の০の違いなどを発ݟしました。

　やはり教科書やࢽࡶでݟて、ઌ生方からのお話をฉいて得たใだけではཧղ

がりず、実ࡍにその場にෝき自分の目にөすことでようやく、ใを知識として自分

の中に取りࠐΉことができました。中学校の修学旅行で訪れたことが͋る場所でも当

時とは全くҟなるܠ৭で、知らないことがこんなに体ないことだとॳめてͮؾきまし

た。

ճの研修旅行で、知れば知る΄どҲれる疑問や感動を得ました。この̐日間ࠓはࢲ　

の有意義な経験をこれからの学習に݁び付けていき、もっとઌへ͛ܨられるようがん

ばりたいです。

学科の研修旅行ઌで͋るたち質ࢲ　
シンガポールはখさなࠃですが、日本で
は͋まりݟられないデザインのϏルがそ
びえ立ち、多くの人でわう大市で、ࢥ
わずѹされました。
　ッドランドαニーϑーζࣾは、不ೋ製
༉の海֎ڌの一つで、༉ࢷや大౾た
んͺくなどを研ڀ・製し、主に企業に
向けてൢചしていました。実は多くの企
業の՛子製に不ೋ製༉の製が使わ
れており、企業から企業にൢചするとい
う、自分が知らなかった企業のܗを学Ϳ
ことができました。
　ニューΥーλーϏδλーηンλーで
は、水をড়化する機ߏを学びました。シ
ンガポールはࠃ土がڱい্にࢁがないた
めҿみ水の֬อがしく、Ӎ水をリαイ

クルすることで対応しており、シンガポー
ルࠃຽを支える企業で͋ると実感しまし
た。
　シンガポールポリテクニックの学生と
のަྲྀもしました。日本文化にັྃされ
たポリテクの学生もいてڻきました。ݴい
たいことが英語でうまくわらないこと
も͋りましたが、৯事やޫ؍で同じ時間
をڞ有することができ、研修をऴえたࠓ
でも連བྷを取り合っています。
　͋っという間の５日間でしたが、これ
΄ど有意義な時間を過ごすことは、これ
からも໓多にないとࢥいます。この日の
ग़དྷ事は、ࣸ ਅよりも明にਂく৺にࠁ
みࠐまれ、一生れることのないࢥいग़
になりました。
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　この研修にはࡾつの目的が͋りましたが、ࢲは自分なり

にはୡ成できたとࢥいます。

　一つ目の目的は、集ஂ生活のマφーを֮えることです。

３日間の生活の中で、集ஂ生活のマφーをվめて学び身に

付けることができたとࢥいます。

　ೋつ目の目的は、学校生活のルールを勉強することで

す。ઌ生方のߨ話をฉいたり、ࢦಋ学生の方々にࢦಋをड

けたりして、有明高専について多く学Ϳことができました。

友との友をਂめ、クラεの連ଳ意ڃ、つ目の目的はࡾ　

識を強めることです。２日目のオリエンテーリングでは、൝

の全員でڠ力し合い、阿蘇の大自વをഽで感じながら一

Ґを目ࢦしてؤ張りました。とてもָしい時間でした。がん

ばったߕ൹͋って、ঁ 子で一Ґになれたのでخしかったで

す。また、のホームルームでは、վめてクラεメイトのこと

をよく知ることができました。ঁ 子のが少ないిؾ学

科ですが、うまくやっていけそうです。

ճの研修では、大変なことも͋りましたが、とてもॆ実ࠓ　

したものになったとࢥいます。これからの高専生活も、ָ し

くຬできるものになるようにがんばります。

৽ೖੜΦϦΤϯςʔγϣϯͷײ� "Պాٶ��ਈଠ
ってճの৽ೖ生オリエンテーションで一൪ҹにࠓ　

いることは、ઌ生方のߨ話です。１日目は校長ઌ生のߨ話

が͋りました。校長ઌ生は高専という教育機関について、

これからඞཁとされる技術者とはどのような者か、そうな

るためにこの有明高専でできること、などを教えてください

ました。２日目は学生主事の٢田ઌ生がこの阿蘇研修の目

的や、これからの高専生活の৺がけについて教えてくださ

いました。そのߨ話の中で、「人֨はੑ֨を྇կする」とい

うݴ༿が৺にっています。「人֨は教ཆや知識が育て、

人֨がૉらしければ、多少ੑ֨がѱくてもଞ者に有ແを

「。わͤることはできない。それくらい大切なもので͋るݴ

という主ࢫのお話は、ࠓまでे年間生きてきて、ॳめてฉ

いたݴ༿でした。３日目はೋ人のઌ生がお話をしてくださ

いました。教主事のණ室ઌ生は、౦日本大ࡂやभ

部߽Ӎなどの自વࡂをडけて、高専が目ࢦすき技術者

などをお話ししてくださいました。また、ਐ࿏支ԉ室長の௩

本ઌ生は、過去の有明高専卒業生のਐ学ઌやਐ࿏ઌにつ

いて、ਐ࿏支ԉ室とはどのようなことをする場所なのかとい

うお話をしていただきました。そのߨ話の中で、「人生は࢛

༿がग़てきました。はݴえる」というݟになってからࡀे

慣れない生活の中で不҆もたくさん͋りましたが、少し、ࠓ

ബれたؾがしました。

話をฉいて学んだことをこれからの高ߨճのઌ生方のࠓ　

専生活に生かしていけるように日々ᬏਐしていきたいとࢥ

います。
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�生ݚ修ཱྀߦ�生ݚ修ཱྀߦ�生ݚ修ཱྀߦ�生ݚ修ཱྀߦ�生ݚ修ཱྀߦ�生ݚ修ཱྀߦ भཱࠃതؗʹ͍ͭͯ
˔ത館全体が一つの作のようにࢥえた。ݐの֎؍・ઃ備・లࣔ場にいたるまで、
すてに意ຯが͋り、すてをϑル活用しているとこΖにすごさを感じた。また、人の
すごさも感じた。ࢲたちにઆ明をしてくださった方は、「資料࣋参」「Χンϖなし」「ஸ
ೡなઆ明」。これをボランティΞでやっているとฉいたときは、ڻきとଚܟのどちらの
。ちも感じた࣋ؾ

˔ത館の大きさにまずڻいた。それにۂ໘の屋ࠜ、ガラεばりのน、ࢁの地ܗを利用
した土地ͮくりに、どれもѹされた。ॳめてのത館で、ಔや資料などがたくさん͋っ
ておもしΖかった。

˔ීஈはೖれないとこΖにೖることができて、文化ࡒのอଘの方などࡉかいとこΖまで
教えてもらい、とてもためになった。また、文化ࡒの修෮作業はؾがԕくなる΄どの大
変な作業で͋ることがわかった。

˔Կものۭؾのを作り、ऩଂݿのԹ度をอっているという組みがすばらしいとࢥった。
また、চྫྷ房でচをྫྷやして2NのҐஔまでのԹ度をௐしているとこΖが、ແବがな
くてྑいとࢥった。চはԹ度が変わりにくいੴࡐだったので、దしたࡐ料が使われていた。
それから、ݐは໔の組みによってԣ༳れ・ॎ༳れに対応できるようになっており、
これによってऩଂݿをकっていた。

भཱࠃത ʢؗৗઃలʣʹ͍ͭͯ
、えました。またࢥる世界はとても৽で、身近にݟ代のおۚやֆなどガラε１ຕをִててݹ˔
֗の様子やوの生活などをඳいたֆでは、人が身にணけている一つͻとつまでࡉ
かくඳいて͋ったのがすごいとࢥいました。一方で、このようなをࠓまでҡ࣋さͤ
ているത館の人々の事はすごいとࢥいました。高専は主にエンδニΞのための学
校だけど、こういった౷をडけ継いでいく技術もれてはならないとࢥいました。

˔はるかੲのなのに、できるݶり෮ݩされていた。などはとてもࡺびついていたが、
。いたڻなどの中にはとてもきれいなものも͋って、日本の技術の高さにڸ

൝ผֶݟ
ଠ࠻ఱຬٶๅ఼ɿଠ࠻ఱຬٶのๅ఼には、ੁ原ಓਅެにまつわるๅを中৺に、
、とかかわりのਂいものが多くలࣔされている。その中でも࠻田Ոに関するๅなどଠࠇ
ಛにࢲがڵຯを࣋ったものは「ݴޒઈ۟෯」で͋る。これは、ੁ原ಓਅެがଠ࠻に
をしܗભされた後、をしのͿ৺をௗにୗしたもので、ௗのච๏（部टなどがௗのࠨ
ている）で書かれたもので͋る。ࢲは、このలࣔから、ੁ原ಓਅެがんだりۤしん
だりした一人の人間としてݟえてくるとࢥう。
ޫ໌ષࣉɿޫ 明ષࣉのఉにはࢁރ水が͋り、とてもきれいにཧされていました。広くは
͋りまͤんでしたが、খさい中にもΏったりとしたそのޫܠは、ॹに͋;れていました。
ελʔόοΫεɿ۾研ޗさんがઃ計したελーόックεに行きました。֎؍のҹから内、
そしてงғؾにࢸるまで、すごくࡉかいとこΖまでઃ計されているなという感を࣋ちまし
た。ళ内のงғؾはとてもམちணきが͋り、くつΖ͛るۭ間が広がっていました。র明や
時計にまでઃ計者のこだわりをみることのできるݐஙでした。
ྣͱ͏ͦͷ ɿ૾ྣとうその૾はख水舎のखલに立っていました。ݟた目はഅ、しかし、
टから্はਆࣾのݘࠏのようで、のイメーδしていたのとはਵ分違っていました。Կ度
かఱຬٶには行ってはいるのですが、いつも本఼に行するため、こんなົحな૾には
。きまͤんでしたͮؾ

ײશମͷߦमཱྀݚ
˔この研修旅行で৺にったことは、भࠃ立ത館で教えてもらった「*P.」というݴ
༿です。*P.とはが発生しない環境にし、ཧすることです。Կかىこるલに行動し、
Ξクシデントをະવに͙という考え方は、これからの生活でも活かしていけるとࢥい
ました。ࢲたちのクラεは͋いにくのӍだったけど、友ୡのྠを広͛、ឺがਂまった1
日になったとࢥいます。

˔ଠ࠻ఱຬٶのす͙そばにभࠃ立ത館が͋ったのでڻいた。ੲの技術でݐてられ
たఱຬٶのす͙近くに࠷৽の技術でݐてられたത館が͋るのにもかかわらず、まった
く؍ܠをഁյしていなかった。それͧれを࠷大ݶにָしΉことができた。

˔研修旅行は͋いにくのӍだったが、ॆ実した内༰だった。ത館ではలࣔがどのよ
うにकられているか、どのように修෮されているか知ることができた。൝ผ行動は、さ
ま͟まな名所をまわり、現地の৯をתできた。ଞ学科の学生とのަྲྀがਂめら
れた研修でも͋った。

������ʢՐʣ
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　平成ùý年̐月ùù日	Ր
、ࡂආ܇࿅が実施されまし

た。地の後に機ց学科౩からՐࡂが発生したという

定で܇࿅は行われました。

　グランドに全学生、教৬員がආした後、大牟田ফ

ॺのॺ員の方からফՐثの取りѻいのઆ明をडけ、֤ 学科

に分かれて実ࡍにফՐثを使用して܇࿅を行いました。

৽ೖ生ࣄߦܴ৽ೖ生ࣄߦܴ৽ೖ生ࣄߦܴ৽ೖ生ࣄߦܴ৽ೖ生ࣄߦܴ৽ೖ生ࣄߦܴ

ࡂආ܇࿅ࡂආ܇࿅ࡂආ܇࿅ࡂආ܇࿅ࡂආ܇࿅ࡂආ܇࿅

�݄��ʢۚʣɹ学生ձ��"�అ�େஐ

݄̐��ʢՐʣ

迎行事が̐月øÿ日（ۚ）に開催さ行事で͋る৽ೖ生ྫ߃年も有明高専のࠓ　
れました。学生は֤学科に分かれ、৽ೖ生がࡏ校生のલでؾݩなでの自ݾ
հと、それͧれが考えてきたੑݸ的な༨ڵを൸࿐しました。৽ೖ生にとっては本
校にೖ学してॳめてのϏッグイϕントだったため、これまでにない緊張だったか
もしれまͤんが、学校や֤学科のงғؾをഽで感じることのできたૉらしい
機会になったのではないでしょうか。ࢲ自身、৽ೖ生のॳ々しい姿をݟながら１
年生だった頃をࢥいग़し、վめて過ごしてきた時間を振り返るとてもྑい機会と
なりました。
　৽ೖ生のօさん、もう学校生活には慣れましたかʁこれからの学校生活をָ
しΉためには、ઌ生方やઌഐ、そして多くの間たちのଘࡏが大切です。積極的
に周りとίϛュニέーションをとり、それͧれがָしい学校生活をૹってください。
֤。年はøø月１日（土）、２日（日）に２年に１度の高専祭が開催されますࠓ　 学科
のੑݸをいかしたָしい催しで、たくさんの方々にتびと感動を༩えられるよう学
生一ؙとなってがんばり、有明高専らしい大な高専祭を創り্ ͛ましょう。

.Պ &Պ
"Պ

$Պ
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　５月２日（ۚ）ޕ後から授業参５）؍・̒ 後ԉ会૯、（ݶ

会（̓ݶ）、クラε࠙談会（̔ݶ）が行われました。úý÷名

を超えるอޢ者の方にޚདྷ校いただきました。͋ りがとう

ご͟いました。

त業ޙ・؍ࢀԉձ૯ձत業ޙ・؍ࢀԉձ૯ձत業ޙ・؍ࢀԉձ૯ձत業ޙ・؍ࢀԉձ૯ձत業ޙ・؍ࢀԉձ૯ձत業ޙ・؍ࢀԉձ૯ձ �݄�ʢۚʣ
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ྈ生ࢦಋऀݚ修ձྈ生ࢦಋऀݚ修ձྈ生ࢦಋऀݚ修ձྈ生ࢦಋऀݚ修ձྈ生ࢦಋऀݚ修ձྈ生ࢦಋऀݚ修ձ ೖྈ ・ࣜೖྈΦϦΤϯςʔγϣϯೖྈ ・ࣜೖྈΦϦΤϯςʔγϣϯೖྈ ・ࣜೖྈΦϦΤϯςʔγϣϯೖྈ ・ࣜೖྈΦϦΤϯςʔγϣϯೖྈ ・ࣜೖྈΦϦΤϯςʔγϣϯೖྈ ・ࣜೖྈΦϦΤϯςʔγϣϯ

৽ೖྈ生ܴ༦৯ձ৽ೖྈ生ܴ༦৯ձ৽ೖྈ生ܴ༦৯ձ৽ೖྈ生ܴ༦৯ձ৽ೖྈ生ܴ༦৯ձ৽ೖྈ生ܴ༦৯ձଲ໌ྈࡂආ܇࿅ଲ໌ྈࡂආ܇࿅ଲ໌ྈࡂආ܇࿅ଲ໌ྈࡂආ܇࿅ଲ໌ྈࡂආ܇࿅ଲ໌ྈࡂආ܇࿅

のॏඪࠓのॏඪࠓのॏඪࠓのॏඪࠓのॏඪࠓのॏඪࠓ

　̐月̒日（日）、ۜҍ౩研修室においてྈ生ࢦಋ者研

修会を実施しました。ྈ生会員úÿ名およびଲ明ྈ関

教৬員ø÷名が参加し、ྈ生९क事߲の֬ೝやྈのӡ

Ӧ方について意ަݟを行いました。

　̐月̔日（Ր）、第一体育館においてೖྈ式およびೖ

ྈオリエンテーションを開催しました。１年生þø名、̐

年次ฤೖ生３名、ཹ学生２名の合計þý名のೖྈڐՄ後、

ౡ校長およびੴؙྈ主事より͋いさつが͋りました。

ೖྈオリエンテーションでは、ྈ生活に関するઆ明、ྈ

生会員のհが͋りました。

　̐月øþ日（）、ଲ明ྈ৯ಊにおいて৽ೖྈ生迎夕

৯会が行われました。৽しい試みとして৽ೖྈ生の自ݾ

հの合間にઌഐたちが༨ڵを൸࿐し、大変り্ がり

ました。

　̐月øü日（Ր）、荒尾ফॺおよび大牟田ࡂ業（ג）

のごڠ力を得て、全ྈ生を対にࡂආ܇࿅を実施し、

ආ経࿏の֬ೝ、ফՐૢث作܇࿅、ආఐ子のૢ作

֬ೝなどを行いました。

ྈ長の５̢Ӭ܅
よりࠓ年度のεロー
ガン
３ 「̟時間をकる・
自習学習・自立」
が発表されました。

３Ｊ
時間を守る
自習学習
自立

ଲ໌ྈͩΑΓ ྈओิࣄ��ഢ

ྈੜձһհ

ྈʹΑΔѫࡰ

1ੜʹΑΔࣗݾհ

ආܦ࿏ͷ֬ೝ

ফՐ܇࡞ૢث࿅
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　５月ùþ日（Ր）に平成ùý年度春季球技大会を実施しました。ࡢ年の
球技大会はೋճともӍでしたが、ࠓճは࣋ؾちのいい੨ۭの中、ఱ
時ڝ技のιϑトボール、όレーボール、ঁ 子όレーボール、ιϑトテニ
ε、球を行いました。
　高学年は１か月Ҏ্લから࿅習にྭんでおり、その࿅習の成果がे
分に発شされ、നした球技大会になりました。しかし、ޒ年生がඞず
উち͋がるというわけでもなく、ཚのల開が֤ڝ技で܁り広͛られま
した。また、一年生をはじめとした学年もクラεのஂ݁力が強まった
のではないかと感じられました。
݁、ճࠓ　 果がͤなかったクラεは、ౙ季球技大会に向けてؤ張っ
て΄しいとࢥいます。

　３月øû日	ۚ
、平成ùü年度卒業式および専攻科修ྃ式が行われました。

　.科úþ名、&科úü名、*科úø名、$科úÿ名、"科úü名が卒業、生産ใ

シεテム学専攻ù÷名、応用質学専攻̓名、ݐங学専攻５名が修

ྃしました。卒業生・修ྃ生のօさんのこれからのご活༂をف念いたし

ます。

ఱٕڝ࣌

ɹٕڝ ༏উνʔϜ .71

2ʖ�

4 $

5 .

4 &

5 &

ޫԆ�ଠ

Ղݟ�ౡߐ

ࡾ�উٶ

大௩�Ҁو

࢜و�ޱࢁ

ɹɹɹɹٿ

όϨʔϘʔϧࢠঁ

உࢠόϨʔϘʔϧ

ιϑτςχε

ιϑτϘʔϧ

5 .

5 &

༏लΫϥε࠷

༏ ल Ϋ ϥ ε

1�
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表彰表彰表彰表彰表彰表彰

Ξマκンδϟύン᷂
भి力᷂
第一ਫ਼᷂Ԭ事業所
トϤλ自動ं᷂
日本たばこ産業᷂भ場
᷂明࣏भ場
ઇҹメグϛルク᷂
有明高専専攻科

̨̣プラントઃ計᷂
᷂ࢁ
大ి᷂
日本旅٬మಓ᷂
᷂マπμ̚ˍ̩
名৳ి機᷂
Ϣニλック᷂
๛ڮ技術科学大学

関ి力᷂
δϟύンマリンϢφイテッド᷂
౦海旅٬మಓ᷂
日ਗ਼ブレーΩ᷂
ඛి機ϏルテクϊαーϏε᷂ࡾ
᷂ϠマφΧΰーΩン
̡᷂̞ ̭̞ ̡有明場
本大学۽

ΩϠϊン᷂
部ి機᷂
᷂౦༸৽ༀ
日本オーνε・エレϕーλ᷂
室ொέϛΧル᷂
Ϡンマーݐ機᷂

Ԭࢁ大学

Ѵ化成᷂
関ి力᷂
᷂シマϊ
中ిࠃ力᷂
౦ࣳメディΧルシεテムζ᷂
日本海༸۷᷂
࡚૯業᷂
有明高専専攻科

᷂Ξドόンテεト
भి力᷂
ηイίーエプιン᷂
中部ి力᷂
౦༸水産᷂
日本ి子᷂

๛ڮ技術科学大学

̣̘̚ネッπエεΞイ・エンδニΞリング᷂
αΧλインクε᷂
部ి機᷂
౦᷂ࢩנژ
౦೩ゼネラルੴ༉᷂
᷂マルϋニνロホールディングε

大ౡધ高専専攻科

オムロンϑィールドエンδニΞリングभ᷂
᷂αンిࣾ
μイΩン業᷂
᷂౦ࣳ
トϤλ自動ं᷂
ଜ田機ց᷂

լ大学ࠤ

̣̩ ί̩ムιリューションˍエンδニΞリング᷂
ޫཅແઢ᷂
日本オーνε・エレϕーλ᷂
᷂࢜通ϛッションクリティΧルシεテムζ（چ：࢜通Ξドόンεトιリューションζ）
リンクใシεテム᷂
有明高専専攻科
Ԭ大学

᷂̣̩ ド̩ίモ
᷂シーテック
᷂日本ίンϐューλ開発
᷂ϑリーμム

๛ڮ技術科学大学

᷂̣̩̩ϑィールドテクϊ
μイΩン業᷂
日本たばこ産業᷂
メディΧル・エΩεύート᷂

本大学۽

場ηラ᷂内ژ
౦海旅٬మಓ᷂
࢜ゼロックεԬ᷂
ϠマϋモーλエンδニΞリング᷂

भ業大学

᷂いなだ౾
同ೕ業᷂ڠ
業所本ੴփࡔ᷃
তి᷂
田ଜ᷂
日౦ి᷂
᷂明࣏भ場
有明高専専攻科
भ業大学

᷂ࢩנ୩ؠ
シルク᷂ژ
	ಠ
産業技術૯合研ڀ所
ॅ友ਫ਼化᷂
᷂テックΞイ
᷂日本৮ഔ

भ大学

ՖԦ᷂
本製ค᷂۽
᷂シマϊ
第一ڞࡾプロϑΝーマ᷂
᷂内౻会
᷂ύイロットίーポレーション

լ大学ࠤ

関౦化学ホールディングε᷂
事所࢜行書࢜լ一೭੫ཧݹ
তӫ化学業᷂
田中ۚوଐ業᷂
φガηέムテックε᷂
Ҫ化学᷂ࡾ

本大学۽

᷂朝日業ࣾ
関ి力᷂
᷂ࢁ
᷂中ళ
Ԭ市所
リボンガε᷂
有明高専専攻科
ౡ大学ࣇࣛ

᷂/TTϑΝシリティーζभ
మ業᷂
৽日本ۭௐ᷂
᷂T",�2S
᷂ϑδλ

๛ڮ技術科学大学
Վࢁ大学

᷂大ྛ組
組ߵ᷂
水JOH᷂
দݐઃ᷂
Ӵল

大分大学
ਆܳށ術科大学

ࣛౡクレε᷂
ઃ᷂ݐيࡾ
μイμン᷂
ύφιニックホームエンδニΞリング᷂
ඛ化学エンδニΞリング᷂ࡾ

本大学۽

Ѵ化成᷂
̛̟ シ̚Ϗル᷂
̙̞̘᷂
ύφιニック環境エンδニΞリング᷂
Ϡンマーધ᷂
भ大学大学Ӄ
ஜ大学大学Ӄ

ଜใ技術᷂
ηイίーエプιン᷂
᷂౦༸৽ༀ
日立化成᷂

本大学大学Ӄ۽
౦ژ業大学大学Ӄ

ிݝլࠤ
᷂ιϑトαーϏε
౦༸ి᷂
࢜通᷂

ౡ大学大学Ӄࣇࣛ

Ҫ製ༀ᷂
中֎製ༀ業᷂
᷂ニίン
Ϡンマーݐ機᷂

भ業大学大学Ӄ

༏लऀ ֶձදজऀ
ػ ց  ֶ Պ ٢Ԭ　� Լ�ཅ平（日本機ց学会ിࢁ）

ి ؾ  ֶ Պ 田�ᠳ大 （学会भ支部長ؾి）�　原ٶ

Պֶใࢠి ��さくら ଜ�चඒ（ి子ใ通৴学会成༏ल）

 ࣭  ֶ Պ দ本　�ޫ ٠田め み͙（日本化学会भ支部長）

ݐ ங ֶ Պ ᓎ� അ場�子（日本ݐங学会भ支部長）
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　本校は平成25年に創立50周年を迎え
ました。その記念事業の一つとしてモニュ
メントが作製され、その除幕式が平成26
年３月14日に行われました。モニュメン
トのデザイン原案は冨重麻郁さん（平成
25年３月Ａ科卒）です。このモニュメント
は、環境問題・エネルギー問題などの様
々な課題に対して世界・地球を有明高専
で育った学生・卒業生が高度な技術と専
門知識でしっかりと支えていくことを表現
しています。　

有明高専だより　第１４３号
平成２６年６月３０日

編集：有明高専広報室
発行：有明工業高等専門学校

〒８３６-８５８５ 大牟田市東萩尾町１５０
TEL ０９４４-５３-８８６１（学生課）

http://www.ariake-nct.ac.jp/

花咲く技術を-Here are Lights-

　次第に蒸し暑さを感じる日が増え、季節が春から夏へと変化しています。阿蘇オリエン
テーションや研修旅行、球技大会などの行事が行われ、はじめは緊張していた学校生活に
も少し慣れてきた頃ではないでしょうか。
　これから高専大会や定期試験、高専祭などたくさんの行事が待っています。一年間の学
校生活は長いようで短いものです。一年を振り返ったときに悔いのないように、目標を立て
それに向かって全力で取り組んでいってください。一年後には成長できた自分を感じるこ
とができるはずです。

編集後記

図書情報係長 渡邉 真由美

国際交流委員長　G 科　山口 英一

広報室 古瀬 英機

　JST主催の次世代科学者育成プログラムに継続採択されている
有明高専では、大牟田市および荒尾市での環境に関する取組を相
互に学習する場として、平成26年３月22日（土）に「子ども環境会議
2014～身近な環境問題を子どもたちが考える～」を荒尾シティモー
ルで開催しました。本校が実施する「有明次世代科学クラブ」の中学
１・２年生14名も平成25年度の取り組み成果について発表を行いま
した。当日は、140名を超える多くの方々にご参加いただき、活発な
質疑応答もなされました。３年目の活動も是非ご期待ください。
テーマ：海苔生産時の排水からの海苔の除去に関する取り組み（平成25年度）

　平成26年５月より“知の集い処”がオープンしました。“知
の集い処”は、学生が主体的にグループ学習ができる場所
です。図書館閲覧室とは区切られた部屋で、友人やグループ
で相談しながら授業準備をしたり、広い机と自由に使える文
房具を使って資料作成した
り、備え付けのホワイトボー
ドを使ってプレゼンや勉強
会を企画したりと、使い方は
全く自由です。学生・教員誰
でも利用できます。是非ご
利用ください。

　３月17日（月）から26日（水）まで、２年生から専攻科生の合計15名の学生がシンガポール・ポリテクニック（SP）を訪問しました。学内の
宿舎に宿泊して連日SPの学生たちと朝から夕方まで過ごす経験は、ことばや文化の違いを身をもって感じると同時に、それらを越えて通じ合
える同世代の友人たちを得る機会になりました。英語は不完全でも自分たちから積極的に話しかけようとする姿に、頼もしさとこのプログラム
の意義を感じることができました。

有明次世代科学クラブ

シンガポール交流プログラム

創立50周年記念
モニュメント除幕式

図書館“知の集い処”オープン

Ｍ科 坪根 弘明


